
 ９月定例会における建設常任委員会の概要  

 

◆１０月 ９日（火） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１１時０５分～午前１１時１０分） 

          （休憩 午後 ０時０７分～午後 １時００分） 

           閉会 午後 ２時００分 

 １０月１０日（水） 開会 午前１０時００分 

          （休憩 午前１１時０１分～午前１１時１０分） 

           閉会 午後 ０時０８分 

 

（１）付託議案 

議案番号 件    名 

議第 119 号 平成30年度山形県一般会計補正予算（第２号）中 所管分 

議第 122 号 平成30年度山形県流域下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議第 123 号 平成30年度山形県港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

議第 124 号 平成30年度山形県電気事業会計補正予算（第１号） 

議第 125 号 平成30年度山形県工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

議第 127 号 山形県手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議第 134 号 山形県建築基準条例の一部を改正する条例の制定について 

議第 135 号 
山形県公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議第 139 号 都市計画街路事業に要する費用の一部負担について 

議第 140 号 流域下水道の建設事業に要する費用の一部負担について 

議第 141 号 道路事業に要する費用の一部負担について 

議第 142 号 港湾事業に要する費用の一部負担について 

議第 143 号 急傾斜地崩壊対策事業に要する費用の一部負担について 

議第 145 号 街路整備事業新内橋製作架設工事請負契約の締結について 

議第 149 号 中山公園の指定管理者の指定について 

議第 153 号 平成30年度山形県一般会計補正予算（第３号）中 所管分 

 

（２）報告事項 

 県土整備部長 

・８月以降の大雨による被害状況と対応について 

・本県に接近した台風による被害状況について 

・（仮称）「道路中期計画2028」の策定状況について 

・河川災害状況の把握におけるドローンの活用について 



（３）審査内容 

議案の詳細について、関係課長から説明を聴取した後、議案に対する質疑

と、所管事項に関する質問を行った。 

また、激甚化する豪雨災害を踏まえた対策の強化等を求める意見書を国に

提出することについてを議題に供し協議を行った。 

 

（４）採  決 

付託された 16 議案については、全員異議なく、いずれも原案のとおり可決

すべきものと決定した。 

また、激甚化する豪雨災害を踏まえた対策の強化等を求めるという趣旨の

意見書を国に提出することに決定された。 

なお、意見書の案文については、正・副委員長に一任された。 

 

（５）主に議論された項目 

 ◇今後の県の災害対策については、８月の大雨による降水量を前提とした対

応が必要と考えるがどうか。 

◇緊急輸送道路の安定した通行の確保について。また、越水被害が頻発する

荒瀬川における河川整備の検討状況について。 

 ◇災害査定等に対応する県庁等からの職員の応援については、派遣のルール

を定め機動的に対応すべきと考えるがどうか。また、災害時における退職

した技術系の県職員を活用する制度の概要とその派遣状況について。 

 ◇災害復旧事業における建設コンサルタント業務の受注状況について。 

 ◇流下能力向上計画については、更なる前倒しを行う必要があると考えるが 

どうか。 

 ◇最上小国川流水型ダムの今回の大雨等に対する洪水調節効果について。 

 ◇災害復旧事業に係る工事発注については、地域要件の枠にとらわれず、県

内全地域の業者が参加できるよう柔軟に対応すべきと考えるがどうか。 

 ◇企業局が管理する発電所等における大雨等災害時の危機管理対応について。 

 ◇激甚化する豪雨災害を踏まえた対策を強化し、住民の生命及び財産を守る

ため、災害復旧に対する特段の財政措置や中小河川の治水対策への支援及

び激甚指定がない場合であっても、市町村によるがけ崩れ対策事業を補助

対象とすること等を求める意見書を提出すべきと考えるがどうか。 

 ◇山形空港の滑走路2500メートル化に向けた今後の進め方ついて。また、県

は滑走路延長に向け目標期限を定めて取り組むべきと考えるがどうか。 

 ◇山形県建築基準条例の一部を改正するに至った建築基準法の改正内容につ

いて。 

 ◇酒田港東ふ頭上屋の改修に当たっては、展示スペース等の創設など、県民 

の声を聴いて地域ぐるみによる賑わい創出を目指すべきと考えるがどうか。 

 ◇山形県住宅リフォーム総合支援事業及び山形の家づくり利子補給制度の申



請状況について。また、昨年度と比較した各制度利用者の増減の理由につ

いて。 

 ◇ブロック塀等の更新については、県産木材の活用を積極的に推進すべきと

考えるがどうか。 

 ◇洪水警戒情報提供事業の今後の進捗について。また、想定し得る最大規模

の雨量について。 

 ◇河川支障木への対策として作られた官民連携プラットホームの現状について。 

 ◇やまがた希望創造パワー事業の現状及び今後の方向性について。 

 ◇企業局における風力発電事業の今後の取組みについて。 


